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施
し
、
今
後
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
実

証
設
備
を
有
効
活
用
し
、

メ
タ
ノ
ー
ル
合
成
等
の

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

実
証
を
行
い
、
苫
小
牧
に

お
け
る
Ｃ
Ｃ
Ｓ
／
カ
ー

ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
実
証

拠
点
化
を
進
め
て
い
く
。

　

今
後
の
予
定
と
し
て
、

貯
留
地
点
周
辺
地
域
に

お
け
る
微
小
振
動
観
測

や
海
洋
環
境
調
査
、
圧
入

し
た
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ

２
）
の
挙
動
（
移
動
、
広

が
り
）
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
な
ど
を
引
き
続
き
実

験
」
の
一
環
と
し
て
実
施

し
て
き
た
。

　
　

年
度
か
ら　

年
度

１２

１５

の
４
年
間
は
、
必
要
な
設

備
の
設
計
・
建
設
や
調
査

を
実
施
。　

年
４
月
か
ら

１６

は
、
年
間　

万
ト
ン
規
模

１０

の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ

２
）
圧
入
を
目
標
に
、
海

底
下
約
１
�０
０
０
�
の

地
層
及
び
約
２
�４
０
０

�
の
地
層
に
圧
入
し
、　
１９

年　

月　

日
（
金
曜
日
）

１１

２２

に
、
累
計
圧
入
量
が
目
標

の　

万
�
を
達
成
し
た
。

３０

　

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ

２
）
の
累
計
圧
入
量
が
目

標
の　

万
�
を
達
成
し

３０

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
機
械

工
学
、
化
学
工
学
、
地
質

学
、
地
球
物
理
学
な
ど
幅

広
い
分
野
の
専
門
家
に

よ
る
議
論
を
踏
ま
え
た

上
で
、　

万
�
圧
入
時
点

３０

で
の
本
実
証
試
験
に
お

い
て
得
ら
れ
た
成
果
と

課
題
を
「
総
括
報
告
書
」

と
し
て
取
り
ま
と
め
た
。

素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
を
大
気
放

散
す
る
前
に
回
収
し
、
地

下
へ
貯
留
す
る
技
術
。　

　

Ｃ
Ｃ
Ｓ
は
、　

年
６
月

１９

に
閣
議
決
定
し
た
「
パ
リ

協
定
に
基
づ
く
成
長
戦

略
と
し
て
の
長
期
戦
略
」

に
お
い
て
、「
と
り
わ
け

石
炭
火
力
発
電
に
つ
い

て
は
、
商
用
化
を
前
提

に
、　

年
ま
で
に
Ｃ
Ｃ
Ｓ

３０

を
導
入
す
る
こ
と
を
検

討
す
る
」
と
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。

　

経
済
産
業
省
で
は
、　
１２

年
度
か
ら　

年
度
ま
で

１７

「
二
酸
化
炭
素
削
減
技

術
実
証
試
験
事
業
」
を
日

本
Ｃ
Ｃ
Ｓ
調
査
株
式
会

社
へ
委
託
し
、
苫
小
牧
に

お
け
る
Ｃ
Ｃ
Ｓ
大
規
模

実
証
試
験
を
行
っ
た
。
な

お
、　

年
度
か
ら　

年
度

１８

１９

の
２
年
間
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

交
付
金
に
よ
り
「
Ｃ
Ｃ
Ｓ

研
究
開
発
・
実
証
関
連
事

業
／
苫
小
牧
に
お
け
る

Ｃ
Ｃ
Ｓ
大
規
模
実
証
試

　

経
済
産
業
省
は
こ
の

ほ
ど
、
北
海
道
苫
小
牧
市

に
お
け
る
Ｃ
Ｃ
Ｓ
大
規

模
実
証
試
験
に
お
い
て
、

２
０
１
９
年　

月
に
二

１１

酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
の

累
計
圧
入
量
が
目
標
で

あ
る　

万
�
を
達
成
し

３０

た
と
発
表
し
た
。

　

機
械
工
学
、
化
学
工

学
、
地
質
学
、
地
球
物
理

な
ど
幅
広
い
分
野
の
専

門
家
に
よ
る
議
論
も
踏

ま
え
て
、　

万
�
圧
入
時

３０

点
で
の
本
実
証
試
験
に

お
い
て
得
ら
れ
た
成
果

と
課
題
を
「
苫
小
牧
に
お

け
る
Ｃ
Ｃ
Ｓ
大
規
模
実

証
試
験　

万
�
圧
入
時

３０

点
報
告
書
（
以
下
、「
総

括
報
告
書
」）」
と
し
て
取

り
ま
と
め
公
表
し
た
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｓ
、
二
酸
化
炭
素

回
収
・
貯
留
（C

arbon
dioxide

C
apture

and
S

torage

、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）
は
、

工
場
や
発
電
所
等
か
ら

排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭

　

コ
ス
モ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

（
代
表
取
締
役
社
長
：
桐

山
浩
）は　

日
、「
Ｓ
Ｏ
Ｍ

１７

Ｐ
Ｏ
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」
の
構
成
銘

柄
に
選
定
さ
れ
た
と
発

表
し
た

　

同
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
は
、
毎

年
約
３
０
０
銘
柄
が
選

定
さ
れ
、
年
金
基
金
や
機

関
投
資
家
向
け
に
運
用

す
る
「
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
運
用
（
※
１
）」

に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
Ｅ

Ｓ
Ｇ（
環
境
・
社
会
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
）
に
関
す
る
調
査

に
基
づ
き
毎
年
見
直
し
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
同
社

の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
へ
の
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
、
４
年
連
続

（
※
２
）
の
選
定
と
な
っ

た
。

　

コ
ス
モ
エ
ネ
ル
ギ
ー
グ

ル
ー
プ
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
観

点
に
沿
っ
た
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
経
営
を
推
進
し
て

お
り
、
今
後
も
グ
ル
ー
プ

理
念
で
あ
る
「
持
続
的
発

展
」
の
実
現
に
向
け
、
積

極
的
に
推
進
す
る
と
と

も
に
、
社
会
的
責
任
を
果

た
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　

※
１
「
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
運
用
」は
、２

０
１
２
年
８
月
に
運
用

開
始
さ
れ
た
Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
フ

ォ
ー
カ
ス
し
た
運
用
プ
ロ

ダ
ク
ト
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
優
れ

る
約
３
０
０
銘
柄
か
ら

構
成
さ
れ
る
独
自
の
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

「
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」

に
追
随
す
る
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
を
構
築
し
、バ
イ
・
ア

ン
ド
・
ホ
ー
ル
ド
に
よ
る

長
期
投
資
を
志
向
し
て
い

る
。

　

参
考：

「
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
運
用
」
次

の
リ
ン
ク
は
新
し
い
ウ
ィ
ン

ド
ウ
を
開
く　

https://
w
w
w
.som

po-am
.co.jp/

institutional/product/
06/

　

※
２　

昨
年
度
ま
で

の
「
Ｓ
Ｎ
Ａ
Ｍ　

サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
」
の
構
成
銘
柄
選
定
を

含
む
。
ま
た
、
持
株
会
社

体
制
移
行
前
（
コ
ス
モ
石

油
株
式
会
社
）
も
含
め
る

と
、
９
年
連
続
の
選
定
と

な
る
。

　

一
般
社
団
法
人
日
本

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

協
会
（
本
部
・
大
阪
、
代

表
理
事
・
岡
隆
宏
、
写
真
）

は
７
月　

日
、
優
勝
出
資

２８

賞
金
・
最
大
一
千
万
円
が

授
与
さ
れ
る
ピ
ッ
チ
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
す
る
。

　

現
在
、
ピ
ッ
チ
登
壇
企

業
を
募
集
し
て
お
り　

ウ
ェ
ブ
か
ら
の
ピ
ッ
チ

エ
ン
ト
リ
ー
を
受
け
付

け
て
い
る
。

　

レ
シ
ー
ド
、
シ
ー
ド
、

プ
レ
シ
リ
ー
ズ
Ａ
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の

方
で
あ
れ
ば
ジ
ャ
ン
ル

を
問
わ
ず
６
月　

日
３０

（
火
）
ま
で
エ
ン
ト
リ
ー

可
能
だ
。

【
ピ
ッ
チ
エ
ン
ト
リ
ー

Ｕ
Ｒ
Ｌ⇒

http://
http:

//tiny.cc/er8hqz

】

　

三
菱
日
立
パ
ワ
ー
シ

ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社
（
Ｍ

Ｈ
Ｐ
Ｓ
）
は
、
こ
の
ほ
ど

株
式
会
社
日
立
製
作
所

が
所
有
す
る
Ｍ
Ｈ
Ｐ
Ｓ

の
全
株
式
の
三
菱
重
工

業
株
式
会
社
へ
の
移
転

に
伴
い
変
更
を
予
定
し

て
い
る
社
名
に
つ
い
て
、

「
三
菱
パ
ワ
ー
株
式
会

社
」（
以
下
、
三
菱
パ

ワ
ー
、
英
文:M

itsubishi
Pow
er,Ltd.

）
と
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
。

　

社
名
変
更
の
時
期
は

現
時
点
で
未
定
だ
が
、
今

後
、
複
数
の
国
で
の
独
占

禁
止
法
当
局
の
認
可
取

得
、
そ
の
他
必
要
な
手
続

き
を
経
て
、
新
社
名
で
の

営
業
を
開
始
す
る
こ
と

に
な
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
新
し
い

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ブ
ラ
ン

ド
ロ
ゴ
と
傘
下
の
グ

ル
ー
プ
会
社
の
社
名
に

つ
い
て
も
決
定
し
た
。

　

Ｍ
Ｈ
Ｐ
Ｓ
の
河
相　

健
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
「
当

社
は
、
三
菱
重
工
グ
ル
ー

プ
の
中
核
を
な
す
事
業

会
社
と
し
て
、
発
電
業
界

に
お
い
て
環
境
性
と
経

済
性
、
信
頼
性
を
兼
ね
備

え
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し

ま
す
。
革
新
的
な
技
術
に

よ
っ
て
発
電
時
の
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
を
削
減
し
、
地

球
環
境
に
優
し
い
、
持
続

可
能
な
社
会
の
実
現
に

貢
献
し
て
い
き
ま
す
。」

と
述
べ
た
。

　

同
社
（
三
菱
パ
ワ
ー
）

は
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る

発
電
技
術
で
低
・
脱
炭
素

社
会
の
実
現
に
貢
献
し
、

様
々
な
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
の
課
題
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
く
と
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
自
動
運
転
の
高

度
化
に
向
け
た
実
証
実

験
や
協
調
領
域
等
の
取

組
な
ど
に
つ
い
て
検
討
・

議
論
を
行
っ
た
。

　

実
証
実
験
に
つ
い
て

は
、
成
長
戦
略
に
基
づ

き
、　

年
度
に
無
人
自
動

２０

運
転
移
動
サ
ー
ビ
ス
の

実
現
や
高
速
道
路
で
の

ト
ラ
ッ
ク
後
続
無
人
隊

列
走
行
技
術
の
実
現
を

目
標
と
し
て
い
る
が
、
目

標
達
成
に
向
け
て
着
実

に
取
組
が
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

協
調
領
域
等
の
取
組

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

官
民
の
関
係
者
が
連
携

し
て
取
り
組
む　

の
分

１０

野
を
定
め
、
各
分
野
に
お

け
る
取
組
を
推
進
し
て

い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進

捗
状
況
や
取
組
方
針
に

つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

　

特
に
、
安
全
性
評
価
に

つ
い
て
は
、
高
速
道
路
に

お
け
る
我
が
国
の
交
通

環
境
が
わ
か
る
シ
ナ
リ

オ
を
作
成
し
、
各
国
と
協

調
し
て
Ｉ
Ｓ
Ｏ
国
際
標

準
へ
提
案
を
行
う
な
ど

　

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
特

に　

年
度
か
ら　

年
度

２０

２５

ま
で
の
間
の
無
人
自
動

運
転
サ
ー
ビ
ス
の
実
現

や
展
開
を
具
体
化
し
た

も
の
で
、
早
け
れ
ば　

年
２２

度
頃
に
は
廃
線
跡
な
ど

の
限
定
空
間
で
は
遠
隔

監
視
の
み
の
無
人
自
動

運
転
サ
ー
ビ
ス
が
開
始

さ
れ
、　

年
度
を
目
途

２５

に
、　

カ
所
以
上
に
サ
ー

４０

ビ
ス
が
広
が
る
可
能
性

が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
実
現
に
は
、

技
術
開
発
の
み
な
ら
ず
、

制
度
、
イ
ン
フ
ラ
、
受
容

性
、
コ
ス
ト
な
ど
様
々
な

観
点
で
の
検
討
が
不
可

欠
で
あ
り
、
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
官
民
の
関
係
者
と

共
有
し
て
、
そ
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

検
討
会
は
、２
０
１
５
年

２
月
に
、
自
動
走
行
の
ビ

ジ
ネ
ス
化
を
産
学
官
の

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制

で
推
進
す
る
も
の
と
し

て
、
国
土
交
通
省
自
動
車

局
長
、
経
済
産
業
省
製
造

産
業
局
長
の
主
催
で
、
自

動
車
メ
ー
カ
ー
、
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
、
有
識
者
の
皆
様

に
御
参
加
い
た
だ
き
、
設

置
し
た
も
の
。

　

同
検
討
会
で
は
、　

年
１９

度
、
国
内
外
の
実
証
事
業

の
状
況
や
官
民
の
事
業

化
の
目
標
を
踏
ま
え
、

「
無
人
自
動
運
転
サ
ー

ビ
ス
の
実
現
及
び
普
及

に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
を
策
定
し
た
。

　

自
動
走
行
ビ
ジ
ネ
ス

検
討
会
で
は
、２
０
１
９

年
度
、
国
内
外
の
実
証
事

業
の
状
況
や
官
民
の
事

業
化
の
目
標
を
踏
ま
え
、

「
無
人
自
動
運
転
サ
ー

ビ
ス
の
実
現
及
び
普
及

に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」を
策
定
し
た
。
ま
た
、

自
動
運
転
の
高
度
化
に

向
け
た
実
証
実
験
や
協

調
領
域
等
の
取
組
な
ど

に
つ
い
て
検
討
・
議
論
を

行
い
、
こ
れ
ら
の
検
討
・

議
論
の
結
果
を
「
自
動
走

行
の
実
現
に
向
け
た
取

組
報
告
と
方
針
」
Ｖ
ｅ
ｒ

ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
４
・
０
と
し
て

取
り
ま
と
め
た
。

　

自
動
走
行
ビ
ジ
ネ
ス

　

令
和
２
年
４
月　

日
、

１６

国
際
電
気
標
準
会
議
（
Ｉ

Ｅ
Ｃ
）
は
、
日
本
提
案
の

「
蓄
電
池
を
使
用
し
た

定
置
用
大
型
蓄
電
シ
ス

テ
ム
の
安
全
性
」
に
関
す

る
国
際
規
格
を
発
行
し

た
。

　

同
シ
ス
テ
ム
の
安
全

性
に
関
す
る
初
め
て
の

国
際
規
格
発
行
に
よ
り
、

国
内
外
で
安
全
性
を
評

価
す
る
環
境
が
整
備
さ

れ
、
将
来
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
一
層

の
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
拡
大
に
む

け
、
太
陽
光
や
風
力
で
発

電
さ
れ
た
電
力
の
変
動

を
吸
収
し
、
適
切
に
系
統

に
繋
ぐ
た
め
、
大
型
蓄
電

池
を
組
み
合
わ
せ
た
「
定

置
用
大
型
蓄
電
シ
ス
テ

ム
」
の
普
及
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
わ
が
国
で
は
、

国
内
の
蓄
電
池
関
連
産

業
の
発
展
の
た
め
、
独
立

行
政
法
人
製
品
評
価
技

術
基
盤
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｔ

Ｅ
）
に
大
型
蓄
電
池
シ
ス

テ
ム
試
験
評
価
施
設
（
Ｎ

Ｌ
Ａ
Ｂ
）
を
設
置
し
、
定

置
用
大
型
蓄
電
シ
ス
テ

ム
の
大
型
蓄
電
池
製
品

の
安
全
性
等
を
評
価
す

る
基
盤
を
有
し
て
き
た

と
こ
ろ
。

　

一
方
、
世
界
各
地
で

は
、
定
置
用
大
型
蓄
電
シ

ス
テ
ム
の
火
災
事
故
が

発
生
す
る
な
ど
、
そ
の
安

全
性
の
評
価
に
か
か
る

環
境
整
備
が
望
ま
れ
て

い
た
。

　

そ
こ
で
、
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

は
、
Ｎ
Ｌ
Ａ
Ｂ
に
お
け
る

評
価
や
試
験
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
か
し
、
よ
り
安
全
に

同
シ
ス
テ
ム
を
普
及
さ

せ
る
環
境
を
整
備
す
る

観
点
か
ら
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
技
術

専
門
委
員
会（
Ｔ
Ｃ
１
２

０：

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

貯
蔵
シ
ス
テ
ム
）
に
お
い

て
、
平
成　

年
５
月
に
日

２８

本
の
提
案
に
よ
る
規
格

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

開
始
し
、
今
般
、
国
際
規

格（
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
２
９
３
３

�
５
�
２
）の
発
行
に
至

っ
た
も
の
。

　

こ
の
規
格
は
、
電
気
化

学
的
技
術
を
用
い
た
蓄

電
池
（
化
学
蓄
電
池
）
か

ら
な
る
、
電
力
シ
ス
テ
ム

に
接
続
さ
れ
る
大
型
蓄

電
池
シ
ス
テ
ム
の
シ
ス

テ
ム
と
し
て
の
安
全
要

求
事
項
に
つ
い
て
規
定

し
て
い
る
。
こ
の
規
格

は
、
全
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

（
設
計
か
ら
運
用
管
理

終
了
時
の
管
理
ま
で
）
に

適
用
可
能
だ
。　

　

今
回
発
行
さ
れ
た
安

全
規
格
の
活
用
に
よ
り
、

同
シ
ス
テ
ム
の
普
及
環

境
の
整
備
が
一
層
進
む

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
ま

た
、
国
際
規
格
の
制
定
に

よ
り
、
国
内
で
製
造
さ

れ
、
試
験
・
評
価
さ
れ
た

製
品
が
、
海
外
市
場
で
受

け
入
れ
ら
れ
や
す
く
な

る
効
果
も
期
待
さ
れ
る
。

具
体
的
に
は
、
国
内
の
認

証
機
関
が
、
Ｎ
Ｌ
Ａ
Ｂ
を

活
用
し
、
本
規
格
に
基
づ

く
世
界
に
通
用
す
る
試

験
成
績
表
の
発
行
を
予

定
し
て
い
る
。

　

５
月
７
日
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
監
視
の
も
と
、
車

両
の
操
舵
を
制
御
す
る

こ
と
で
車
線
変
更
に
必

要
な
車
両
制
御
動
作
を

自
動
化
す
る
シ
ス
テ
ム

に
関
す
る
、
日
本
発
の
国

際
標
準
が
発
行
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
車
両
制
御

シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た

自
動
車
が
普
及
す
る
こ

と
で
、
高
速
道
路
な
ど
に

お
け
る
交
通
事
故
の
減

少
に
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

　

自
動
車
に
よ
る
接
触

事
故
の
う
ち
、
多
勢
を
占

め
る
直
進
中
の
事
故
被

害
を
軽
減
す
る
目
的
で
、

衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー

キ
装
置
の
性
能
要
件
を

定
め
た
国
際
標
準
と
し

て
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
２
８
３

９：

２
０
１
３（
前
方
車

両
追
突
被
害
軽
減
ブ

レ
ー
キ
装
置
）
や
、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
９
２
３
７：

２
０

１
７
（
歩
行
者
検
知
・
衝

突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ

装
置
）
な
ど
が
発
行
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
装
置

を
搭
載
し
た
普
通
乗
用

車
が
市
販
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
自
動
車
に
よ

る
接
触
事
故
は
車
線
変

更
中
に
も
発
生
し
て
お

り
、　

年
の
統
計
で
は
、

１５

七
千
件
を
越
え
る
死
傷

事
故
が
発
生
。

　

ま
た
、
一
般
的
に
車
線

変
更
動
作
を
苦
手
と
す

る
ド
ラ
イ
バ
ー
は
多
く
、

特
に
進
行
方
向
に
加
え

隣
接
車
線
の
後
方
を
確

認
し
な
が
ら
の
運
転
操

作
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を

受
け
、
車
線
変
更
操
作
の

一
部
を
自
動
で
行
い
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
負
担
を
軽

減
す
る
シ
ス
テ
ム
を
搭

載
し
た
車
両
が
市
販
さ

れ
て
い
る
。

　

今
般
、
自
動
車
線
変
更

シ
ス
テ
ム
の
要
求
性
能

を
明
確
化
す
る
こ
と
で
、

一
定
の
性
能
を
有
し
た

シ
ス
テ
ム
が
よ
り
広
く

普
及
す
る
こ
と
を
目
指

し
、
日
本
か
ら
国
際
標
準

の
提
案
を
し
た
。

　

今
回
発
行
さ
れ
た
国

際
標
準　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
１

２
０
２
で
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
に
よ
る
車
線
変
更

の
指
示
に
基
づ
き
シ
ス

テ
ム
が
車
線
変
更
動
作

を
行
う
タ
イ
プ
１
と
、
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
車
線
変

更
の
提
案
に
対
し
ド
ラ

イ
バ
ー
が
承
認
す
る
と

シ
ス
テ
ム
が
車
線
変
更

動
作
を
行
う
タ
イ
プ
２

に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

に
要
求
さ
れ
る
要
件
や

そ
の
検
証
試
験
方
法
が

定
義
さ
れ
て
い
る
。

　

本
規
格
で
は
、
タ
イ
プ

１
に
お
い
て
は
車
両
近

傍
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
死

角
と
な
る
エ
リ
ア
を
、
タ

イ
プ
２
に
お
い
て
は
よ

り
後
方
の
エ
リ
ア
に
対

す
る
障
害
物
検
知
機
能

を
備
え
る
こ
と
を
要
件

と
し
て
い
る
。

　

本
規
格
は
、
日
本
が
国

際
議
長
を
務
め
る
Ｉ
Ｓ

Ｏ
（
国
際
標
準
化
機
構
）

／
Ｔ
Ｃ
２
０
４（
Ｉ
Ｔ
Ｓ

　

高
度
道
路
交
通
シ
ス

テ
ム
）
／
Ｗ
Ｇ　

（
走
行

１４

制
御
）
に
、
日
本
か
ら　
１７

年
８
月
に
提
案
し
、　

年
２０

４
月　

日
に
国
際
規
格

２７

と
し
て
発
行
さ
れ
た
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
が
苦
手

と
す
る
車
線
変
更
操
作

の
大
部
分
を
シ
ス
テ
ム

が
行
う
こ
と
で
、
ド
ラ
イ

バ
ー
は
周
辺
の
安
全
確

認
に
集
中
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

本
規
格
の
発
行
に
よ

り
、
一
定
の
性
能
を
有
し

た
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し

た
車
両
が
世
界
に
普
及

し
、
自
動
車
に
よ
る
交
通

事
故
の
減
少
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
国
連
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
一
つ
で
あ
る　

年
ま

２０

で
の
世
界
道
路
交
通
事

故
死
傷
者
半
減
に
も
寄

与
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

　

令
和
２
年
度
「
新
エ
ネ

　

大
賞
」
の
募
集
開
始

　

新
エ
ネ
財
団
は
、
令
和

２
年
度
「
新
エ
ネ
大
賞
」

の
募
集
を
開
始
し
て
い

る
。
募
集
期
間
は
、
令
和

２
年
５
月　

日
（
月
）
〜

１８

７
月　

日
（
金
）
ま
で
。

３１

全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

次
の
通
り
。

（
１
）
ヒ
ア
リ
ン
グ
審
査

に
つ
い
て

　

書
類
審
査
結
果
に
よ

り
一
次
選
考
対
象
と
な

っ
た
応
募
案
件
に
つ
い

て
は
、
申
請
者
に
参
加
し

て
も
ら
い
、
ヒ
ア
リ
ン
グ

審
査
を
実
施
す
る
（
令
和

２
年
９
月
下
旬
〜　

月
１０

上
旬
）。

（
２
）
受
賞
者
へ
の
内
示

　

令
和
２
年　

月
下
旬

１２

予
定

（
３
）
表
彰
式
、
プ
レ
ス

発
表

　

令
和
３
年
１
月　

日
２７

予
定
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

ン
タ
ー
の
「
省
エ
ネ
大

賞
」
も
同
時
に
行
わ
れ

る
。

令
和
２
年
度
優
秀
省
エ

ネ
機
器
・
シ
ス
テ
ム
表

彰
の
応
募
期
間
を
延
長

　

一
般
社
団
法
人
日
本

機
械
工
業
連
合
会
は
、
令

和
２
年
度
の
優
秀
省
エ

ネ
機
器
・
シ
ス
テ
ム
表
彰

の
募
集
を
７
月　

日
ま

１７

で
延
長
し
た
と
発
表
し

た
。
同
賞
は
、
経
済
産
業

大
臣
賞
、
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
長
官
賞
、
中
小
企

業
庁
長
官
賞
な
ど
が
授

与
さ
れ
る
。

　

募
集
対
象
（
詳
し
く
は

応
募
ガ
イ
ド
を
参
照
）

は
、
工
場
や
建
設
現
場
な

ど
で
使
用
さ
れ
る
産
業

用
の
機
械
と
こ
れ
ら
を

含
ん
だ
機
械
シ
ス
テ
ム
、

お
よ
び
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
等
の
産
業
用
車
両
や

鉄
道
車
両
、
船
舶
、
航
空

機
等
の
輸
送
機
械
も
募

集
対
象
。
更
に
、機
械
、情

報
通
信
シ
ス
テ
ム
お
よ

び
サ
ー
ビ
ス
業
務
を
デ

ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

で
統
合
し
た
機
械
シ
ス

テ
ム
全
体
も
表
彰
対
象

と
な
り
る
。

　

審
査
、
表
彰
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
次
の
通
り
。

　

１
次
審
査
（
書
面
審

査
）　

８
月

　

２
次
審
査
（
ヒ
ア
リ
ン

グ
審
査
）　

９
月

　

３
次
審
査
（
現
地
審

査
）　　

月
〜　

月

１０

１１

　

受
賞
者
決
定　
　

月
１２

　

プ
レ
ス
発
表
２
１
年

１
月

　

表
彰
式
２
１
年
２
月

　

川
崎
重
工
は　

日
、
新

１８

開
発
の
２
段
過
給
シ
ス

テ
ム
を
搭
載
し
た
ク
ラ

ス
世
界
最
高
の
発
電
効

率
を
誇
る
新
型
ガ
ス
エ

ン
ジ
ン
「
Ｋ
Ｇ
�　

�
１８

Ｔ
」
の
耐
久
試
験
を
終
了

し
、「
カ
ワ
サ
キ
グ
リ
ー

ン
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
」
の
高

効
率
モ
デ
ル
と
し
て
販

売
を
開
始
し
た
。

　
「
Ｋ
Ｇ
�　

�
Ｔ
」
は

１８

２
０
１
１
年
の
初
受
注

以
降
、１
８
０
台
以
上
の

販
売
実
績
が
あ
る
従
来

機
を
ベ
ー
ス
に
、
さ
ら
な

る
性
能
の
向
上
を
目
的

と
し
て
開
発
し
た
も
の
。

　

出
力
は
７
�８
０
０
�

（　

Ｈ
ｚ
）、７
�５
０
０

５０
�
（　

Ｈ
ｚ
）
で
、
新
開

６０

発
し
た
２
段
過
給
シ
ス

テ
ム
の
搭
載
に
よ
り
発

電
効
率
は
当
社
従
来
機

と
比
較
し
て
１
・
５
％
向

上
し
、
本
出
力
ク
ラ
ス
で

は
世
界
最
高
の　

・
０

５１

％
。
Ｎ
Ｏ
ｘ
排
出
量
は
２

０
０
ｐ
ｐ
ｍ
以
下
で
あ

り
、
多
く
の
国
内
都
市
部

の
環
境
要
請
へ
対
応
が

可
能
だ
。

　

ま
た
、
起
動
指
令
後
５

分
で
最
大
出
力
に
到
達

可
能
な
優
れ
た
起
動
性

を
有
し
て
お
り
、
電
力
網

の
需
給
調
整
力
の
向
上

に
寄
与
す
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
に
よ
り
国

内
外
と
も
に
電
源
の
多

様
化
が
進
む
中
で
、「
Ｋ

Ｇ
�　

�
Ｔ
」
は
優
れ
た

１８

経
済
性
、
環
境
性
能
、
起

動
性
に
よ
り
分
散
型
電

源
の
普
及
に
貢
献
す
る
。

同
社
は
今
後
も
、
個
々
の

顧
客
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、

当
社
の
持
つ
多
彩
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
製
品
の
特
長

を
活
か
し
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
を

積
極
的
に
展
開
し
て
い

く
。
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出
資
賞
金
最
大
一
千
万
円

ピ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
協
会

三
菱
日
立
パ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ

（
Ｍ
Ｈ
Ｐ
Ｓ
）

「
三
菱
パ
ワ
ー
」
へ
社
名
変
更

自
動
走
行
ビ
ジ
ネ
ス
検
討
会
報
告
書

「
自
動
走
行
の
実
現
に
向
け
た
取
組
報
告
と
方
針
」

V
ersion4.0

を
取
り
ま
と
め

　

一
般
財
団
法
人
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
及

び
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ

ザ
イ
ン
は
、２
０
２
０
年

　

月
９
日
（
水
）
〜　

日

１２

１１

（
金
）、
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
２
０

２
１　

第　

回
地
球
環

４５

境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調

和
展
（E

nergy
and
E
n

vironm
entExhibition

）

を
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

で
開
催
す
る
。

　

開
催
趣
旨
は
次
の
通

り
。

　

現
在
、
わ
が
国
で
は
３

Ｅ
＋
Ｓ
（Energy

Secur
ity、

E
conom

ic
E
fficie

ncy、
Environm

ent+Sa
fety

）
の
政
策
目
標
が
掲

げ
ら
れ
、２
０
３
０
年
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス

実
現
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
電
源
を
組

み
合
わ
せ
た
取
り
組
み

が
横
断
的
に
進
め
ら
れ

て
い
る
。

　

一
方
、
気
候
変
動
に
伴

う
地
球
温
暖
化
問
題
を

背
景
に
世
界
規
模
で
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
が

相
次
ぎ
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ　

投
資

が
急
拡
大
し
て
い
る
。

　

わ
が
国
も
将
来
の
省

エ
ネ
、
再
エ
ネ
の
導
入
拡

大
を
見
据
え
、
脱
炭
素
の

強
い
推
進
が
不
可
欠
で

あ
り
、
世
界
の
潮
流
に
遅

れ
る
こ
と
な
く
持
続
可

能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
開

催
し
て
き
たSm

artE
ne

rgy
Japan 　

お
よ
び
電

力
・
ガ
ス
新
ビ
ジ
ネ
ス
Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｏ
を
発
展
さ
せ
Ｅ

Ｎ
Ｅ
Ｘ
に
包
括
し
、
新
た

に
分
散
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

関
す
る
展
示
会
「
Ｄ
Ｅ
Ｒ

　

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
」
を
Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ｘ
と
同
時
開
催
し
、
拡

大
開
催
す
る
。
脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
デ
マ
ン
ド
（
需

要
）、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
管

理
）、
サ
プ
ラ
イ
（
供
給
）

サ
イ
ド
の
課
題
解
決
に

総
合
的
に
取
り
組
み
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て

皆
様
の
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
の

発
展
に
貢
献
し
て
い
く
、

と
し
て
い
る
。

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
２
０
２
１

新
た
に
「
Ｄ
Ｅ
Ｒ　

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
」

と
同
時
開
催

　

月
９
日
〜　

日　

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

１２

１１

北
海
道
苫
小
牧
市

Ｃ
Ｃ
Ｓ
大
規
模
実
証
試
験
で
報
告
書

Ｃ
Ｏ
２
累
計
圧
入
量
が
目
標
の　

万
�
達
成

３０

活
発
な
検
討
が
行
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
検
討
・
議
論

の
結
果
を
「
自
動
走
行
の

実
現
に
向
け
た
取
組
報

告
と
方
針
」
Ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｉ

ｏ
ｎ
４
・
０
と
し
て
取
り

ま
と
め
た
。

「
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」構
成
銘

柄
に
４
年
連
続
で
選
定

コ
ス
モ

日
本
主
導
の
定
置
用
大
型
蓄
電
シ
ス
テ
ム

　

安
全
性
に
関
す
る

　
　

世
界
初
の
国
際
規
格
が
発
行

日
本
発
の
国
際
標
準
が
発
行

「
部
分
的
自
動
車
線
変
更
シ
ス
テ
ム
」

交
通
事
故
の
な
い
社
会
を
目
指
し
て

「
Ｋ
Ｇ
�　

�
Ｔ
」
外
観

１８

クラス世界最高となる発電効率 51・0％
新型ガスエンジンを販売開始

川崎重工

プ
ラ
ン
ト
全
景（
苫
小
牧
Ｃ
Ｃ
Ｓ
実
証
試
験
セ
ン
タ
ー
）

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
２
０
２
１

２
０
２
１
開
催
へ

開
催
へ

月

　

月
９９
日
〜

日

東
京
ビッ
グ
サ
イ
ト

日
〜　

日　

東
京
ビッ
グ
サ
イ
ト

１２１２

１１１１

「
Ｄ
Ｅ
Ｒ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
」と
同
時
開
催

「
Ｄ
Ｅ
Ｒ　

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
」と
同
時
開
催
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